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原案可決○○○○○○○×予平成２１年度小金井市一般会計補正予算（第１回）

第

２

回

定

例

会

原案可決○○○○○○○○予平成２１年度小金井市受託水道事業特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○
○４
×２

予平成２１年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第１回）

同　　意○○○○○○△○即固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて

原案可決○○○○○○×○総特別職の給与に関する条例の特例に関する条例

原案可決○○○○○○×○総小金井市教育委員会教育長の給与の特例に関する条例

原案可決○○○○○○○×総小金井市市税条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○
○４
×２

厚小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○厚小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○厚小金井市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○厚小金井市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

可　　決○○○○○○○○総消防ポンプ自動車の買入れについて

同　　意○○○○○○△○即教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

原案可決○○○○○○×○予平成２１年度小金井市一般会計補正予算（第２回）

原案可決○○○○○○○
○３
×１
△２

即小金井市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○×○即行財政の改革を推進することに係る諸問題の調査（議員提案）

原案可決○○○○○○○○即特別職の給与に関する条例の特例に関する条例第
４
回
臨
時
会

原案可決○○○○○○○○即小金井市教育委員会教育長の給与の特例に関する条例

原案可決○○○○○○△○即職員の給与に関する条例の特例に関する条例

原案可決○○○○○○○○即小金井市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○即小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の特例に関する条例（議員提案）

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　総：総務企画委員会
　　　　　　厚：厚生文教委員会　予：予算特別委員会

（みどり・市民）みどり・市民ネット
（日本共産党）日本共産党小金井市議団
（民主・社民）民主党・社民クラブ
（公　 明　 党）小金井市議会公明党
（自民党小金井）自由民主党小金井市議団
（自 由 民 主）自由民主クラブ
（改 革 連 合）改革連合
（市 民 会 議）こがねい市民会議

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （３ページ～７ページ）

６月８・９・１０・１１日

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

�
現
在
高
齢
者
住
宅
は
市
内
５

か
所　

戸
あ
る
。
良
好
な
居
住
環

１６４

境
で
あ
る
の
に
家
賃
は
著
し
く
安

く
、
待
機
者
も
多
い
。
一
戸
平
均

の
補
助
金
は
い
く
ら
か
、
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
低
廉
な
家
賃
と
戸
数
を
増
や

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

都
市
整
備
部
長　
　

万
円
位
の

３００

所
得
が
あ
っ
て
も
入
所
で
き
る
。

補
助
の
平
均
は　

万
３
千
円
、
一

９６

番
新
し
い
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小
金

井
の
家
賃
は　

戸
が
一
か
月
２
万

５０

千　

円
か
ら
４
万
千　

円
、
近
隣

３００

８００

市
と
の
比
較
で
は
一
戸
当
た
り
の

補
助
金
は
５
番
目
の
高
さ
で
あ
る
。

　

�
平
成　

年
度
ま
で
の
介
護
保

２３

険
の
計
画
で
は
、
療
養
型
施
設
は

無
く
な
り
、
老
人
保
健
施
設
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
も
無

い
。
施
設
介
護
よ
り
在
宅
介
護
・

介
護
予
防
優
先
で
あ
る
。
介
護
認

定
が
即
満
額
ま
で
利
用
さ
れ
て
い

る
の
か
は
微
妙
だ
が
、
認
定
度
を

抑
え
る
の
は
良
い
と
は
思
わ
な
い
。

市
民
要
望
と
計
画
に
ず
れ
が
あ
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

施
設
の
補
助

は
、
今
ま
で
総
額
で　

億
円
に
な

２６

る
。
市
内
に　

床
レ
ベ
ル
の
特
養

１００

ホ
ー
ム
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
相
続
な
ど
で
土
地
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
補
助
に
関
し
て
は

市
の
仕
事
。
介
護
認
定
度
数
に
応

じ
た
利
用
率
は　

％
く
ら
い
。

５０

高
齢
者
住
宅
と

高
齢
者
住
宅
と

介
護
計
画
に
つ
い
て

介
護
計
画
に
つ
い
て

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　
「
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

構
想
推
進
」
基
金
を
活
用
し
て
、

公
立
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
確

実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
�

平
成　

年
に
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
が

２３

受
信
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
ま
た

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
新

し
い
授
業
の
取
組
が
検
討
さ
れ
て

い
る
中
で
、
確
実
な
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。
�
交

付
金
を
利
用
し
、
特
に
低
学
年
児

童
の
登
下
校
に
際
し
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
使
っ
た
「
児
童
の
見
守
り
シ

ス
テ
ム
」
の
導
入
を
し
て
は
ど
う

か
。

　

学
校
教
育
部
長　

�
テ
レ
ビ
に

限
ら
ず
、
パ
ソ
コ
ン
の
買
換
え
を

含
め
、
平
成　

年
度
９
月
補
正
予

２１

算
に
向
け
て
事
業
計
画
書
を
国
へ

提
出
し
、
審
査
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
地
デ
ジ
の
ア
ン
テ
ナ
工
事
は

年
度
内
に
工
事
が
終
わ
る
計
画
で

考
え
て
い
る
。
�
学
校
と
連
携
し

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

等
を
十
分
に
取
り
込
ん
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
文
化
芸
術
や
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
公
共
利
用
施

設
の
利
用
料
金
の
割
引
・
無
料
化

の
推
進
」「
市
報
以
外
で
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
周
知
徹
底
の
必
要
性
」

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

公
立
小
中
学
校
の

公
立
小
中
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
を


